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1．はじめに
発達障害児の多くは、本来の障害よりも深刻

な 2 次障害を抱えていることが多い。中でも
注意欠陥・多動性障害（以後 AD/HD と表記）
児が成人する頃には様々な 2 次障害を抱えて
おり、対応に苦慮している様子が見られる。

小学校、中学校の頃の生活上の困難により、
多くの場合は多様な 2 次障害を有するように
なっており、社会に対する適応力が著しく劣っ
ていて、就労に至らない場合が多い。

AD/HD 児は、
（1）　不注意（注意欠陥）
（2）　多動性及び衝動性

上記を主症状として持ち、学習場面での
不適応や対人関係でのトラブル、課題
の遂行や集団活動への不参加や不適応行
動、過剰なおしゃべりや活動で周りと馴
染めず、注意、叱責、説教、体罰などを
受けることから行動がゆがめられ、２次
障害を起こしていることが多くみられる。

学校生活を送る中で形成される２次障害は、
反抗的な態度や、反社会的行動をする場合や無
気力無感動な行動が形成され、不登校や引きこ
もりとなっていることが多い。

主たる症状は、不注意による失敗や忘れ物、
多動性や衝動性による落ち着きのなさや自己中
心的な行動やおしゃべり、他の子に対する干渉
や妨害行為である。しかし、学校生活ではそう
した行動が周りの子に与える影響は大きく、ど
うしても注意や叱責の対象になってしまう。

また、こうした症状に併せて興味関心の偏り
や文章理解の不足など学習障害や自閉症スペク
トラムの症状を持つことから学習についていけ
ない、学習場面を嫌って教室から飛び出すなど
の行動となってしまい、学校生活そのものが困
難になってしまっていることがみられる。

このような経緯の中で育った子が成人し、就
労期に掛かる頃には主症状より 2 次障害の方
が顕著になり、引きこもりやうつ症状、家庭内
暴力や反社会的行動を起こしたりしていること
が少なくない。このような状態の子に就労訓練
を行い、就労できる態度や技能を形成し、社会
的自立を図っていくには、どのような手立てが
必要か考えていく必要がある。

この課題には、学校の教育では対応できない
部分が多く、学校以外で就労に向けた訓練や指
導を行う場を必要としている。そうした訓練や
指導をする場としての支援場所が必要であり、
そうした場の一つとして就労支援施設の存在が
ある。就労支援施設は様々な障害に対応した支
援を行っているのであるが、こうした 2 次障
害を起こしている発達障害のある子に対する支
援の在り方について、はっきりした支援方法を
持っていない。本研究では、2 次障害を起こし
ている発達障害のある子の就労支援の在り方に
ついて取り組み方を明らかにしていきたいと考
えている。
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２．方　法

私は、NPO 法人の経営する就労継続支援施
設 B 型の施設長である。この施設は、発達障
害のある子の就労訓練を行い、一般就労できる
ようにすることを目的として設立したものである。

この施設で、どのようにしたら発達障害の中
の特に 2 次障害を持つ AD/HD 児の事例を取り
上げ、一般就労をさせることができるのか、そ
の支援の在り方を検証するものとする。
（１）研究の対象
本施設は、就労継続支援施設 B 型の認定を

受けた施設であり、発達障害のある子を中心に
受け入れている施設である。

　本施設は、公園内にある軽食喫茶と売店を
運営し、そこで接客や調理、皿洗い、掃除、売
店販売などに携わる仕事を通して就労訓練しよ
うとして開設した。その後レストランの食材を
自分達で作ろうと農園での野菜栽培を始め、ま
た、売店で売る商品を製造しようと作業所を開
設して手芸品の生産活動を行って、職業体験を
多様に経験できる施設として運営されている。

この施設は、発達障害のある子を中心に受け
入れており、AD/HD の症状を持つ子も何人か
通ってきている。こうした子が一般就労できる
ようにするために施設として取り組んできた方
法を取り上げ、AD/HD 児の指導に対する有効
性について考察を行う。
（２）研究の方法
AD/HD の症状から 2 次障害を起こし、引き

こもりになっている子を施設で引き受けるにあ
たり、指導は、「よく知る・認める・引き出す」
を基本理念とし、以下の指導方針での対応を基
本仮説として取り組みを行うものとした。

①　施設内では、叱責や説教をしない。
②　今できることをやらせ、仕事を強制し

ない。
③　できたことを認め、自己自尊感情の向上

を図る。
④　緩やかなルールの中で、徐々にルール

に従った行動を形成していく。
⑤　活動においては、自己選択、自己決定、

自己責任とし、自分の責任で物事を決

めていく態度の形成を図る。
⑥　その他、

この指導方針が、AD/HD 児の指導において
有効かどうかを検証していくものとする。

指導に当たっては、従業者全員で理念と指導
方法を共有して指導に当たることとし、面談等
については施設長（施設のサービス管理責任者
兼任）が行うこととして、支援活動を開始した。　
（３）研究の期間
この研究は、本施設が開設された平成２３年

５月から平成２９年１０月までを対象とする。
この間、施設利用者は約６０数名、施設従業

者（ボランティアも含む）３０数名が関わり、
就労に向けた指導や支援を行ってきている。

今回は、開所当初から入所している AD/HD
の症状を持つ利用者の変容を中心に、施設とし
て取り組んだ指導方法の有効性を検討し、施設
の在り方を分析していくこととする。
（４）研究者
この研究は、本施設を NPO 法人の理事長と

して立ち上げ、施設長として運営に関わってい
る筆者が、施設の在り方を見直すために行うも
のである。

筆者は、当施設の施設管理者であると共に、
サービス管理責任者を務める、本事業の管理責
任者であり、基本理念、基本方針を定める立場
にある。

利用者に対する指導は、隔月に行う従業者打
ち合わせや、理念を共有し指導法を共通理解し
て取り組む従業者研修会を通して対応方法の周
知を図り対応している。また、日々に生じる問題
については、その都度関係者で打ち合わせをし、
適切に対処するようにしてきている。

筆者は、こうした利用者の状況を逐次従業者
から報告受け、利用者からの苦情や相談を受け
て対応する立場をとってきている。

３．結　果

施設の指導方針の有効性を検討するに当たり、
何人かの AD/HD のある利用者の変容を取り上
げながら、各方針の在り方について分析をして
いくこととする。
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（１）　「施設内では、叱責や説教をしない。」
　
AD/HD 児の 2 次障害を起こす原因の第一は

叱責や説教である。多動で不注意なため幼児期
から失敗やトラブルを繰り返し、その都度叱ら
れ続けてきているのがこの子たちの特徴である。

このため施設で働き始めた瞬間から指導や叱
責や説教をしたら反感を招くだけで、また家庭
に引きこもったり、反抗してトラブルを拡大す
るだけであると考えこの方針を示している。
＜事例を通して＞

A 君は通所当初は、掃除もせず常に携帯を操
作して突っ立っていた。放っておくと、「俺は
中学校の頃から掃除なんてしたことないんだ
よ。掃除なんて誰かがやるから…。」とか「先
公は何も言わなくって、怒られたこともないな
いし‥。」などと周りに言いふらしていた。従
業者には、「今は、虚勢を張らないとここに出
て来られない状態だから、様子を見ていてくだ
さい。」と伝え、周りは黙々と清掃を続けた。

毎回出てくるとそんな様子であったが、1 ヶ
月くらいすると、テーブル拭きをしたり掃き掃
除をしたり、簡単なことには取り組む様子が出
てきた。それを認め、励ます言葉かけを行った。

しかし、そうした仕事をしながら「昨日は親
父と喧嘩して親父を殴った。」とか「彼女が泊
まりに来た。」などという話を得意そうにする
ようになった。周りの人の反応をみて面白がっ
ている様子が窺えた。保護者に確認すると、そ
れが全て作り話で、家では親に逆らえず、彼女
どころか男友達も一人もいない状況であること
が分かった。

こうした行動は、AD/HD 児の多弁性の症状
と考えられ、いつも何かを誰かに話し続けるた
めに思いつくままに話をつくり、周りの人が驚
いたり羨ましがったりするのを楽しむためにし
ているように見えた。こうした行動についても
従業者には、気が済むまで話をさせて黙って聞
いているようにしてもらった。中には一生懸命
聞いてくれる従業者もいて、彼はその従業者に
親近感を持つようにもなり同じ話を繰り返して
いた。

彼のこうした話は、虚言として捉えることも

できるが、小、中学校時代に話を聞いてくれる
友達もなく、本気で相手をしてくれる人もいな
い中で、人との関わりを持つために彼の編み出
した関心を得るための方法なのだと理解した。
こうした言動は、自分を認めてほしい、関わっ
て欲しいという願望の表れと考えられ、ここで
叱責や指導する必要のないこととして扱った。

こうした症状に対して、すぐに指導しようと
することは、彼の言動のほとんどを否定するこ
とになる。また、そうすることは、彼が学生時
代に受けた仕打ちと同じ対応をすることとな
り、同じ心理状況に追い込むことになると考え
られ、指導の効果がないと判断された。

現に彼のこうした様子に対し、従業者からは
「親のしつけができていない。」とか「学校では
何も教育してくれなかったのかしら。」という
声も聞こえてきた。A君はこの時19歳で、やっ
と高校を卒業しアルバイトに出たが 3 日と持
たず首にされ、家に引きこもっている状態で
あったことを伝え、指導する時期ではないこと
を伝えた。

A 君が、安心して本来の自分を取り戻すのに
は時間がかかるものと考え、今の状態をあるが
ままに受け入れるのが、施設の姿勢であるとし
てそうした批判には状況を確認しあい、変容を
待つこととした。

彼のこうした多弁症状は、３ヶ月くらい経つ
と改善し始め、6 ヶ月後くらいには作り話はな
くなってきたが、多弁な症状がなくなったわけ
ではなかった。内容が変わり、野球の話や遊び
の話を取り留めなく話す様子は以後ずっとなく
ならなかった。

こうした受け入れ態勢により、彼は居場所と
してカフェを認め、第一段階として、休むこと
なく通ってくるようになった。

（２）「今できることをやらせ、仕事を強制しない。」
　
利用者が施設に通所してきた当初は、仕事を

させようとするのではなく、先ず働いている様
子を見させることから始めた。様子を見て自分
のできる仕事を見つけ、取り組めたら誉める。
これを利用者受け入れの基本方針とした。
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A 君は、勤務し始めてしばらくは所在なくフ
ラフラとしていたが、次第にテーブルを拭いた
りするようになっていった。ある日、カフェの
食材が不足したので近くのスーパーに買い物に
行ってもらった。進んで買い物行って帰ってき
た彼を、従業者が「助かった。」「よかった。」

「早かったね。」などと声かけ、彼の働きを認め
誉める言葉かけをした。彼は「買い物があった
らいつでも言ってください。」とこの時初めて
胸を張って答えていた。

その出来事から、彼の勤務態度は変わり始め
た。携帯をいじらなくなり、自分から皿洗いを
するようになったり、朝の掃除をしたりするよ
うになっていった。

また、遅刻してきたり、無断欠勤したりして
いた彼が、欠勤が少なくなり、遅刻も少しずつ
改善されていった。

家では「俺がいないと買い物が困るんだよ。」
と話し、「買い物主任になったよ。」と話し、カ
フェに自分が必要な存在だということを誇示し
ていると連絡があった。

月に一度の面談では、「携帯をいじらなくなっ
たのはいいね。」「買い物に行ってくれて助かっ
てるよ。」「休まなくなったのは偉いね。」と変
化した良い面だけを取り上げ、「次の目標は何
にしようか。」と尋ね、「もう少し早く来られる
ようにしよう。」とか「レジが打てるようにし
よう。」などの目標を持たせるようにした。

しかし、彼の態度が順調に変化していったわ
けではなく、遅刻がなくなるのには 2 年近く
の年月を必要としたし、働く意識が形成される
のには更に多くの年月が必要だった。

2 番目の方針が施設として常に維持されてい
たわけではなく、この間には、失敗事例もある。

引きこもりからやっとカフェに出てくるよう
になった B 子さんに、ある従業者が、「食べ物
屋は、指輪やイヤリングはだめよ。」とか「お
皿の洗い方はもっと丁寧にしないとだめよ。」
と指導してしまい、次の日から出て来られなく
してしまった事例もある。

発達障害の子は、特定の能力を除くと健常の
子と変わらない能力や心理を持っている。従業
者の中では、そのことが中々理解できず、つい

つい健常児と同じ扱いをしてしまい、指導しよ
うとして声をかけてしまうことが見られた。

こうした事態に対し、「仕事は、気持ちが落
ち着き、たくさん経験を繰り返すと自然と身に
つくので教えようとせず、できるようになるの
を待ってあげましょう。」「自分で気づいて変
わっていくのを待ちましょう。」という共通理
解を研修会を通して伝え、従業者の意思の統一
を図っていった。

仕事を始めるに当たっては、仕事をさせよう
とせず、人がどんなふうに働いているのかを観
察させ、自分でやってみて徐々に働くことを覚
えさせていく方法が、自信を持たせ、意欲的に
働く態度を形成していくことが分かった。仕事
に取り組めるようになるまで時間を確保してい
くことが、非常に効果的であると考えられた。

（３）「できたことを認め、自己自尊感情の向
上を図る。」

　
A 君の変化からは、自分が役に立っていると

いう自己有用感を持つことで、仕事に対する態
度や意欲が変っていくということがわかる。自
己自尊感情は、認めて誉めることで形成される
が、そこには本人が達成感を持つことが必要で
あることもわかってきた。

常に行動を否定され、責められる中で育って
きた AD/HD 児は、行動に自信をなくしており、
常に自分の行動に不安を持っていることが、2
次障害として認められる。A 君には、ちょっと
したことで反抗的な態度をとり、口答えをして
しまうという行動がしばしば見られたが、それ
にはこうした心理的状態が働いているものと思
われた。

ある日、カレーにつけるラッキョウと福神漬
けを小皿に仕分ける作業をしていて、「福神漬
けはもう少し少なめにして」と声をかけられた
途端、「だったら自分でやりゃあいいだろう。」
と大声を出し、仕事を放り出して家に帰ってし
まったということがあった。

次の日、母親に連れられて謝りに来たが、な
ぜそうした行動になってしまったのか本人にも
わからないようであった。注意されことを、叱
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形成されかけている自己自尊感情を壊すこと
は容易であるが、持ち始めた自己自尊感情を育
てていくのは、容易なことではない。意欲や行動
のコントロールの根源は、自己自尊感情である
と考えられる。

（４）「緩やかなルールの中で、徐々にルール
に従った行動を形成していく。」

　
施設として受け入れの初期段階では、（1）

から（3）のような対応で、AD/HD 児が施設
に通ってくることに抵抗がないように、居場所
として居心地のいい場所となるように対応いく
ことが必要である。

しかし、社会性を身につけ、働く力をつける
には、ルールに従った行動ができるようにして
いく必要がある。当施設では、こうした力をつ
ける方法として、個人に対する注意や説教をし
ない代わりに、カフェ全体のルールとして必要
な行動規範を提示し、それを守ってもらうよう
にしていった。

例えば、「就業中の携帯操作は禁止です。こ
こは接客業ですので、お客様に不快感を与える
行動は慎みましょう。」と打ち合わせで全体に
伝達する。それを従業者全員で守るようにして、
環境づくりをし、A 君も自然とそのルールを守
らざるを得ないようにしていった。

また、朝の遅刻に対しては、「朝早くから来
て掃除をしたり準備をしてくれる人がいます。
そういう人の時給は高く設定します。しっかり
働いて貢献すれば時給が上がりますので頑張っ
てください。」と話します。遅刻して朝の準備
をしないことを批判するより、自分のしている
ことが、給料に跳ね返ることを知らせて、勤務
に対する自覚を持たせるようにした。朝の仕事
の様子が評価されていること、遅刻は損になる
ことを自覚することで、自分で行動するように
仕向けて行った。

また、A 君には、給料を渡す時に、遅刻しな
いようにということは言わず、「遅刻しなくな
ると時給はいくらになります。今回は遅刻が続
いているのでいくらです。」と伝えて渡すよう
にした。

られたと受け止め頭に血が上ってしまったらし
いのだが、自覚は出来ていないようであった。

母親は、ここしか働かせてもらえるところは
ないのだからと説得しているのだが、本人には
そうした意識は持てていないようであった。ど
こか、母親のために来てやっているという態度
が窺えた。

A 君の勤務態度の中には、カフェに来てやっ
ている、仕事をしてやっているという意識が根
底にあり、仕事に対する責任感が持てず、人の
仕事を手伝っているだけという態度が見られて
いた。不登校気味だった A 君は、親が言うか
ら学校に行ってやる、親が言うから～をしてや
るという態度が形成されてしまっていて、自分
の意志や考えで行動する力がついていないよう
に思われた。今回も、母親のために来てやって
いるという態度であった。

そこで、「カフェでは君が来なくなると買い
物に行ってくれる人がいなくて困るんだけど。」
とか「せっかく休まずに出て来られるように
なって偉いと思っていたんだけど」「レジも打
てるようになって働く力もついてきているの
に」と自己肯定感を持てるようにしてしてから

「でも、お母さんに言われてしぶしぶ来るのな
ら、無理しなくていいんだよ。明日から来ない
ことにしますか。」と話した。しばらく考えて

「すみません。働きに来ます。」という返事が返っ
てきた。
「来なくてもいいよ。」と言われて初めて自分

のこととして考えたようであった。
彼の起こした出来事にはほとんど触れず、「そ

れでは、働く力を発揮できるように頑張ってく
ださい。」ということでその出来事については、
解決をした。

これは、悪かったことは理解している。失敗
だったと反省もしている。それを改めて責めた
り説教したりしても彼の行動は変わらないだろ
うと考え、自己自尊感情を保てる対応をするこ
とに徹した。

以後、A 君が仕事中に従業者に対してキレる
ことはなくなった。ただし、利用者同士では何
回か衝突を繰り返し、同様のトラブルを起こす
A 君であった。



− 308 −− 308 −

研　究　紀　要　　　第 40号

利用者の不適切な行動を修正していくには、
直接それを指摘して変えようとするのではな
く、そうせざるを得ないような環境を作り、そ
れに合った行動がとれるようにすることでルー
ルを守れる態度が形成できるようにした。これ
は、A 君だけでなく発達障害のある子たち全員
に対して効果のある方法であった。

不登校や引きこもりの続いている子は、人が
どのような基準に従って行動しているかに気付
いていないことが多い。カフェで働くように
なって、多くの人が一緒に生活していくには
ルールが必要であること、そのルールを守ると
心地よく生活ができることを体験し、周りに合
わせた行動が自然にとれるようになっていく。

当施設では、環境を整えて、その環境に合わ
せると自然と社会性が身についていくような取
り組み方を行って来ている。

（５）「活動においては、自己選択、自己決定、
自己責任とし、自分の責任で物事を決
めていく態度の形成を図る。」

当施設では、指導は緩やかで個人の自覚を待
つことで、自分で変わっていくような指導をと
考えてきている。「自己選択、自己決定、自己
責任」はその基本として従業者が共通に持つ指
導理念である。

A 君がカレー事件（反抗して帰ってしまった
出来事をこう呼んでいる。）を起こした時も、
勤務に復帰するか辞めてしまうかを自分で選択
し、自分で決めさせた。発達障害のある子の多
くは、よく施設を辞めたいという相談をしてく
る。「施設に通ってくるのが辛かったりが嫌な
ら辞めてもいいよ。続けるか辞めるかは自分で
決めていいんだよ。人に言われて決めたり人の
ためにやろうとするのではなく、自分でどうす
ることがいいのかを考えて自分で決めなさい。」

「決めたことには責任を持ってください。決め
たら、しっかり守ってください。」という話を
するようにした。

彼らの訴えは、ある時は甘えたくて、ある時
は自分の存在を確かめたくてこうした相談をし
てくることが多い。そうした機会をとらえて自

分で決め自分の責任で行動することの大切さに
気付かせるように対応している。

これが基本の対応であるが、実際には、この
対応だけではうまくはいかない。従業者が 30
名（ボランティアも含む）以上いるので、甘え
たい時は甘えさせてくれる従業者がいる。自分
の存在を確かめたい時は誉めてくれる従業者に
話を聞いてもらって自信を持つように裏で支え
てくれる人の存在も重要である。そうしたこと
で個々の子が心の安定を図れるのであり、基本
理念を押し付けるだけではうまくいかないのも
現実である。

施設には、母親的な優しさを提供する部分と
父親的な厳格で強さを持った部分が必要であ
る。どちらか一方だけでは、利用者は職場に定
着し、そこで育っていくことはできない。

また、一方で厳格で一貫した理念が存在しな
いと施設は成り立たず、教育的機能がなくなっ
てしまう。就労支援施設は、受容的な側面と教
育的な側面の両方を必要としている。こうした
両側面を持つには、多様な従業者の確保が必要
であり、当施設は退職した教員を中心に 30 名
以上の従業者のいることが、こうした機能を持
てる要因になっている。

（６）その他

施設において発達障害の症状から 2 次障害
を起こし、不登校や引きこもり、反社会的行動
が見られるようになっている子の就労支援を
行っていくには、受け入れ時の対応から社会的
適応を図る指導、自己を確立していく指導まで、
その体制作りをしていく必要がある。

そうした体制作りについては、（1）から（5）
までに示してきた。しかし、それだけで十分と
いうことではない。大まかな運営方針や理念の
外に、細かな対応が求められる。

例えば、能力を見極めて、取り組む仕事の内
容を個に応じて定めていくこととか、本人の意
思を尊重して取り組む職種を決める時のカウン
セリングの在り方とか、障害に関する対応を医
療機関とどのように連携して取り組んでいくか
などである。
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また、公平さを保つことが重要であり、利用
者の給与（時給）の決定や勤務ローテーション
への配慮なども大きな課題である。

障害の内容や程度に応じて、週の勤務日数や
一日の勤務時間数を決めるのであるが、本人の
希望が能力や症状より高すぎる時の調整や逆に
励まして増やす必要のある時などの調整方法で
ある。

こうしたことに対する指導や支援の体制を整
えることも施設としての重要な点である。発達
障害のある子、2 次障害を起こしている子に対
する指導では、細かな点に関することまで配慮
した施設づくりが必要といえる。

４　考　　察

（１）仮設①について
施設において、発達障害者を受け入れる場合

は、叱ったり説教したりせずに指導や支援を行
う体制を作ることは必須である。指導方針①で
示した内容は、発達障害の中でも特に AD/HD
児の2次障害を念頭に設定したものであるが、
AD/HD 児だけでなく、ほとんどの障害のある
子に当てはまる重要な項目である。

事例でも示したように、普通なら指導すべき
行動をしてしまうことが多いが、そこでの指導
は、ほとんど意味がない。それどころか、再度
引きこもりにしてしまったり、反抗的な態度を
増幅させたりする効果しかないことを認識する
必要があるといえる。

発達障害のある子の受け入れの第一段階は、
無条件で受け入れて、心の安定を図ることから
始まるといえる。
（２）仮設②について
施設に通所できるようになったからと言っ

て、すぐに仕事ができるようにしようとか、仕
事を覚えさせようとしないことである。

小中学校の頃から、集団行動がとれず、活動
の中でどのように動けばよいかを理解したり、
体験したりする機会の少なかった子たちであ
る。仕事をする場にいるだけでも緊張し、不安
になっている状態であることを理解し、そうし
た状態の中で頑張っていることを認め、仕事に

取り組んだら誉めることが大切である。
自信を持たせ、不安を取り除き、仕事をする

準備状態（レディネス）を作ることが必要なの
である。この時期に仕事の細かな技能やルール
の指導をすることは不安をあおり、施設に通う
意欲まで削いでしまう。失敗事例は、その典型
であったと反省している。

施設は先ず、利用者にとって居心地の良い場
所でなければならない。安心して過ごせる場を
作り、その後に仕事ができるように指導すると
いう手順を基本としてマニュアル化しておくこ
とが、発達障害者を受け入れる第 2 の要点と
考えられる。
（３）仮設③について
自己自尊感情を持てるようにすることは、生

きる力を身に付けていくことに繋がる大切な取
り組みである。

発達障害のある子は、自己自尊感情を喪失し
ていることが多い。認められたり誉められたり
することが極端に少ない生育歴の中で身につい
てしまった、自信のなさや自己否定感情の強さ
が彼らの行動の中に見て取れる。

彼らを誉めて自己自尊感情を高めるという課
題は、達成するのは簡単なことではない。また、
なんでも誉めれば自己自尊感情が高まるという
ものではない。誉める時は、本人の中に達成感
があることが必要である。達成感のある時に誉
めることが自己自尊感情が高まることは、A 君
の事例が物語っている。

仕事をする中で、できそうな仕事をさせて、
達成感が感じられるようにすることが大切であ
り、その時を見逃さず誉めたり認めたりするこ
とが自尊感情を高めることに繋がるのである。

達成感の持てる仕事は、それぞれの利用者に
よって違っている。それを見極め、その課題に
取り組めるようにしていくことが大切であり、
施設としての必要な機能であると考えられる。
（４）仮設④について
引きこもりや反社会的行動をしている子が就

労する段階では、厳格な規則や規範に従って行
動することは困難である。

規範に従った行動をとることは、働く上では
不可欠な要件であり、身につけなければならな
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いスキルである。この規範に従った行動を育成
するための方法として、仮設④は設定している。

この仮説では、直接本人に行動規範を守らせ
ようと働きかける方法ではなく、職場の決まり
として緩やかな規範を示し、皆がそれを守って
いこうという環境づくりをして、本人が自然に
規範行動をするようにさせていくという方法で
ある。

周りと同じ行動をとることは、彼らにとって
も比較的容易なことであり、受け入れやすい行
動である。周りと同じ行動をすることで、徐々
に規範行動が形づくられ、ルールに従った行動
になっていくのである。事例を見ても、自然と
規範意識やルールを遵守する態度が形成されて
いき、何ヵ月かすると周りに溶け込んで行動し
ているのである。

こうしたやり方は、引きこもりなどの心が弱
くなっている子にも、反抗的で心の荒れている
子にも有効な対処法であった。個別に注意や指
導をしなくても、徐々に規範行動は形成される
ことから、この方法の有効性がわかる。

ある程度規範に沿った行動がとれ、心理的に
安定してくると個別の指導や注意が受け入れら
れるようになるので、その後は普通に対応する
ことができるようになる。そこまで、ゆっくり
待つことが肝要である。
（５）仮説⑤について
発達障害のある子は、子供の頃から自分では

考えず、親や先生の指示や意見に従って行動す
ることが習慣化している。こうしたことから自
己選択や自己決定することが苦手になっている。
また、様々なトラブルも周りが処理するので、
自己責任で解決する習慣も形成されていないこ
とが多い。

言葉を変えると、社会に対して子供の対応を
しており、大人の対応ができないまま育ってき
ているといえる。
「飲み会に行きますか。」「カフェの旅行に参

加しますか。」こうした質問に、「お母さんに相
談します。」というふうに答えが返ってくる。
成人しても自分で決めて、自分で責任の取れ
ないまま成長している様子の良くわかる事例
である。

こうした態度を変容させていくには、小さな
ことから自分で選択し、自分で決めることを体
験させ、自分で責任を持って行動できるように
していくことが必要であると考えられた。

こうした力をつけていくには、機会をとらえ
て考えさせるように仕向け、裏では考える手伝
いをする人がいて、自己選択、自己決定を支援
し、行動できるようにすることが仮説⑤の意味
である。

自分で決め、実行できるようになったら、認め
て、誉めて自信を持たせて行動できるようにし、
結果に対する責任を自覚させることが自己自尊
感情を高めることになるのである。

施設がこうした機能を持つには、従業者の役
割分担が必要であり、父親的存在、母親的存在
を分担して対応することが求められる。こうし
たチームで指導に当たる体制づくりが効果的で
あるといえる。
（６）その他について
個々の障害の内容や障害の程度をしっかり把

握し、個々の特性に応じた支援の在り方を作成
するのは、施設においてはサービス管理責任者
の仕事である。サービス管理責任者は、障害の
内容や程度、行動の特性が的確に判断でき、指
導計画や指導の手立てまで構築できる必要があ
るといえる。

こうして作成された指導計画や指導方法を従
業者が共通理解できるように打ち合わせや研修
会を持ち、指導のあり方を共有する組織体制作
りが必要である。

また、施設利用者の中に不公平感が出ないよ
うにすることも大切である。平等に扱うことと
公平に扱うことには違いがあり、仕事の機会や
勤務回数などほとんどのことは平等に扱いま
す。しかし、仕事の内容や成果には個々の能力
や意識、態度により差が生るので、この点を評
価し、成果に従った扱いをすることが公平に扱
うということになる。

ある利用者から「私は、早く来て掃除してい
るのに、あの人は遅れて来て掃除しないのは不
公平じゃないですか。」という訴えがある。こ
れに対して、「遅れて来る人にはそれぞれ理由
があるので許してあげてください。そのかわり、
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早く来る君の時給は高いし、遅れてくる人の時
給は低くなっていますから、自分でできること
は精一杯やってください。私たちは、それをしっ
かり見ていますから。」と伝えます。

仕事の取り組み方や態度、仕事に対する意識
や意欲の違いをきちんと評価していることを伝
えると、自覚を持って働くようになる。仕事に
対する評価の基準を示すことは意欲を引き出す
ことに繋がることが分かる。

こうした平等に扱うことや公平に扱うことの
バランスが崩れると、利用者は不安になり安定
して働けなくなることに留意することが大切で
ある。

就労を支援する施設においては、最終的に責
任を持って働くことに向き合える子を育てるこ
とが求められている。それを達成するためには、
この事例で取り上げたような、考え方や取り組
み方が有効であると共に必要なことであると考
えられる。

本施設においては、こうした取り組みで一般
就労に繋がった子が何人か育ってきている。

ちなみに、事例で取り上げた A 君も 7 年掛
かったが、一般就労できるようになり、社会に
出て元気で頑張っている。
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